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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像音声処理装置であって、
　映像信号を出力する映像出力部と、
　前記映像信号に対応する音声信号を出力する音声出力部と、
　前記映像信号に対応する前記音声信号を、前記映像音声処理装置の外部の音声再生装置
に送信する音声送信部と、
　前記映像音声処理装置の動作モードを、（ａ）前記音声出力部から前記音声信号が出力
され、かつ、前記音声送信部から前記音声信号が送信される第一モード、および、（ｂ）
前記映像出力部から前記映像信号が出力され、かつ、前記音声送信部から前記音声信号が
送信される第二モードの一方から他方へ切り換える制御部と、
　前記動作モードが前記第一モードである期間に、前記音声出力部から出力される音声信
号を遅延させる量である音声遅延量を特定する遅延情報の入力を受け付ける受付部と、
　前記受付部が受け付けた前記遅延情報によって特定される前記音声遅延量に応じて前記
音声出力部から出力される音声信号を遅延させる音声遅延部と、
　前記動作モードが前記第二モードである期間に、前記映像出力部から出力される映像信
号を前記音声遅延量に応じた映像遅延量だけ遅延させる映像遅延部とを備え、
　前記音声出力部は、前記第一モードである期間に、前記音声出力部から出力される音声
信号の遅延の調整のための、時系列上で変化する調整用の音声信号を出力し、
　前記音声送信部は、前記第一モードである期間に、前記調整用の音声信号を送信し、
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　前記映像出力部は、前記動作モードが前記第一モードである期間に、ユーザによる所定
の操作のためのユーザインターフェース画面であって、前記調整用の音声信号の変化に同
期して動く調整用の動画を含むユーザインターフェース画面を示す映像信号を出力し、
　前記受付部は、ユーザの前記所定の操作により入力される前記遅延情報の入力を受け付
ける
　映像音声処理装置。
【請求項２】
　前記映像出力部は、音声遅延部により、前記音声出力部から出力される前記音声信号が
遅延された場合、前記音声信号に追随して遅延させた前記調整用の動画を含むユーザイン
ターフェース画面を示す映像信号を出力する
　請求項１記載の映像音声処理装置。
【請求項３】
　前記映像遅延部は、前記音声遅延量以下の値である前記映像遅延量だけ前記映像出力部
から出力される前記映像信号を遅延させる
　請求項１記載の映像音声処理装置。
【請求項４】
　前記音声遅延部は、前記映像信号のフレームレートから算出される１フレーム分の時間
の整数倍に対応する前記音声遅延量に応じて前記音声出力部から出力される前記音声信号
を遅延させる
　請求項１記載の映像音声処理装置。
【請求項５】
　前記映像遅延部は、前記音声遅延量より大きな前記映像遅延量だけ前記映像出力部から
出力される前記映像信号を遅延させ、
　前記音声送信部は、前記音声遅延量と前記映像遅延量との差分に応じた値だけ、前記音
声送信部から送信される前記音声信号を遅延させる
　請求項１記載の映像音声処理装置。
【請求項６】
　前記映像遅延部は、前記音声遅延量以下である前記映像遅延量であって、前記映像信号
のフレームレートから算出される１フレーム分の時間の整数倍に対応する前映像遅延量だ
け前記映像出力部から出力される前記映像信号を遅延させる
　請求項１記載の映像音声処理装置。
【請求項７】
　前記受付部は、前記遅延情報として、前記音声信号を受信して再生する前記外部の音声
再生装置から出力される音声の信号である再生音信号の入力を受け付け、
　前記映像遅延部は、前記再生音信号と、前記音声遅延部が遅延させる前の前記音声信号
との間の遅延量である前記音声遅延量に応じた前記映像遅延量だけ、前記映像出力部から
出力される前記映像信号を遅延させる
　請求項１記載の映像音声処理装置。
【請求項８】
　さらに、前記映像遅延量を示す情報である映像遅延情報を記憶する記憶部を備え、
　前記映像遅延部は、前記動作モードが前記第二モードである期間に、前記記憶部から読
み出した前記映像遅延情報に示される前記映像遅延量だけ、前記映像出力部から出力され
る前記映像信号を遅延させる
　請求項１記載の映像音声処理装置。
【請求項９】
　前記記憶部は、前記音声再生装置を含む複数の音声再生装置のそれぞれに対応する複数
の映像遅延量を示す前記映像遅延情報を記憶し、
　前記映像遅延部は、前記動作モードが前記第二モードであって、かつ、前記音声送信部
が、前記複数の音声再生装置のそれぞれに同時に前記音声信号を送信する場合、（ｃ）前
記記憶部に記憶されている前記映像遅延情報に示される前記複数の映像遅延量のうち、最
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も大きな映像遅延量を選択し、（ｄ）前記映像出力部から出力される前記映像信号を、選
択した映像遅延量だけ遅延させる
　請求項８記載の映像音声処理装置。
【請求項１０】
　映像音声処理装置によって実行される映像音声処理方法であって、
　前記映像音声処理装置は、映像信号を出力する映像出力部と、前記映像信号に対応する
音声信号を出力する音声出力部と、前記映像信号に対応する前記音声信号を、前記映像音
声処理装置の外部の音声再生装置に送信する音声送信部とを備え、
　前記映像音声処理方法は、
　前記映像音声処理装置の動作モードが、前記音声出力部から前記音声信号が出力され、
かつ、前記音声送信部から前記音声信号が送信される第一モードである期間に、前記音声
出力部から出力される音声信号を遅延させる量である音声遅延量を特定する遅延情報の入
力を受け付ける受付ステップと、
　前記受付ステップにおいて受け付けられた前記遅延情報によって特定される前記音声遅
延量に応じて前記音声出力部から出力される音声信号を遅延させる音声遅延ステップと、
　前記映像音声処理装置の動作モードが、前記映像出力部から前記映像信号が出力され、
かつ、前記音声送信部から前記音声信号が送信される第二モードである期間に、前記映像
出力部から出力される映像信号を前記音声遅延量に応じた映像遅延量だけ遅延させる映像
遅延ステップとを含み、
　前記音声出力部は、前記第一モードである期間に、前記音声出力部から出力される音声
信号の遅延の調整のための、時系列上で変化する調整用の音声信号を出力し、
　前記音声送信部は、前記第一モードである期間に、前記調整用の音声信号を送信し、
　さらに、前記動作モードが前記第一モードである期間に、前記映像出力部が、ユーザに
よる所定の操作のためのユーザインターフェース画面であって、前記調整用の音声信号の
変化に同期して動く調整用の動画を含むユーザインターフェース画面を示す映像信号を出
力する、ユーザインターフェース画面出力ステップを含み、
　前記受付ステップでは、ユーザの前記所定の操作により入力される前記遅延情報の入力
を受け付ける
　映像音声処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、映像音声処理装置に関し、特に再生時における映像信号と音声信号との同
期のための処理を行う映像音声処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、映像信号および音声信号を処理して出力する映像音声処理装置が存在する。この
ような映像音声処理装置では、例えば、映像信号と音声信号とを互いに異なる機器に出力
して、それぞれに映像または音声を再生させる場合がある。この場合、再生時における映
像信号と音声信号との同期（例えば、「リップシンク」と呼ばれる）が問題となる。
【０００３】
　そこで、再生時における映像信号と音声信号とを同期させるための技術も開示されてい
る。例えば、特許文献１には、音声信号を遅延させることで再生映像と再生音とのずれを
低減させる音声映像伝送装置について記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－８８４４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　ここで、例えば、ある放送番組をテレビのディスプレイに表示させながら、当該テレビ
から送信される当該放送番組の音声信号を、当該テレビの外部機器（外部スピーカ、また
は、ヘッドホンなど）に受信させて再生させる場合を想定する。この場合、当該外部機器
で再生される音声信号が、当該ディスプレイに表示される映像信号に対して遅れる場合が
ある。
【０００６】
　このような場合、例えば、映像信号をどの程度遅らせればいいのか等の調整量の決定は
容易ではなく、当該調整を効率よく行うことは困難である。
【０００７】
　本発明は、上記従来の課題を考慮し、再生時における映像信号と音声信号との同期のた
めの処理を効率よく実行することができる映像音声処理装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る映像音声処理装置は、映像音声処理
装置であって、映像信号を出力する映像出力部と、前記映像信号に対応する音声信号を出
力する音声出力部と、前記映像信号に対応する前記音声信号を、前記映像音声処理装置の
外部の音声再生装置に送信する音声送信部と、前記映像音声処理装置の動作モードを、（
ａ）前記音声出力部から前記音声信号が出力され、かつ、前記音声送信部から前記音声信
号が送信される第一モード、および、（ｂ）前記映像出力部から前記映像信号が出力され
、かつ、前記音声送信部から前記音声信号が送信される第二モードの一方から他方へ切り
換える制御部と、前記動作モードが前記第一モードである期間に、前記音声出力部から出
力される音声信号を遅延させる量である音声遅延量を特定する遅延情報の入力を受け付け
る受付部と、前記受付部が受け付けた前記遅延情報によって特定される前記音声遅延量に
応じて前記音声出力部から出力される音声信号を遅延させる音声遅延部と、前記動作モー
ドが前記第二モードである期間に、前記映像出力部から出力される映像信号を前記音声遅
延量に応じた映像遅延量だけ遅延させる映像遅延部とを備える。
【０００９】
　なお、これらの全般的または具体的な態様は、システム、方法、集積回路、コンピュー
タプログラムまたは記録媒体で実現されてもよく、システム、方法、集積回路、コンピュ
ータプログラムおよび記録媒体の任意な組み合わせで実現されてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の映像音声処理装置によれば、再生時における映像信号と音声信号との同期のた
めの処理を効率よく実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、実施の形態におけるＡＶ（Ａｕｄｉｏ　Ｖｉｓｕａｌ）システムの構成
概要を示す図である。
【図２】図２は、実施の形態におけるＡＶシステムの基本的な機能構成を示すブロック図
である。
【図３】図３は、実施の形態の映像音声処理装置における基本的な処理の流れを示すフロ
ー図である。
【図４】図４は、実施の形態の映像音声処理装置が出力するユーザインターフェース画面
の一例を示す図である。
【図５】図５は、実施の形態の映像音声処理装置が行う映像信号と音声信号の同期調整を
説明するための図である。
【図６】図６は、１フレーム時間と、スピーカおよびヘッドホンの間の出音タイミングの
ずれ量との関係を示す図である。
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【図７】図７は、実施の形態における映像音声処理装置が記憶部を備える場合の基本的な
機能構成を示すブロック図である。
【図８】図８は、実施の形態のＡＶシステムが複数の音声再生装置を備える場合の構成概
要を示す図である。
【図９】図９は、実施の形態における映像遅延情報のデータ構成例を示す図である。
【図１０】図１０は、実施の形態における映像音声処理装置が遅延情報として再生音信号
を取得する場合の基本的な機能構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　（本発明の基礎となった知見）
　本発明者は、再生時における映像信号と音声信号との同期に関し、以下の問題が生じる
ことを見出した。
【００１３】
　例えばデジタルテレビ放送における放送番組は、当該放送番組に対応する映像信号およ
び音声信号とともに、映像信号と音声信号とを同期させるための信号を含むストリームに
よって、各テレビに送信される。そのため、当該放送番組をテレビ単体で再生する場合に
は、一般にリップシンクの問題は発生しない。
【００１４】
　しかし、上述のように、例えば、テレビで当該映像信号を再生させながら当該テレビか
ら送信される当該音声信号を外部機器（音声再生装置）で受信させて再生させる場合、当
該テレビにおける再生映像に対して、当該音声再生装置における再生音が遅れる場合があ
る。
【００１５】
　この遅れは、例えば、当該テレビと当該音声再生装置との間の通信手順（通信エラー時
の音声信号の再送など）、または、当該音声再生装置における音声信号の処理（音切れ防
止のための音声信号のバッファリングなど）に起因して発生する。
【００１６】
　このように、再生映像に対して再生音が遅れた場合、上記の当該遅れの要因を考慮する
と、再生音の出力を早めることは現実的ではなくかつ困難である。
【００１７】
　そのため、再生映像を遅延させることで、再生映像と再生音との再生タイミングの一致
を図ることが考えられる。つまり、映像信号をディスプレイに出力し、かつ、音声信号を
外部の音声再生装置に送信する映像音声処理装置において、映像信号の出力を遅延させる
ことで、再生時における映像信号と音声信号との同期を図ることが考えられる。
【００１８】
　しかしながら、この場合、例えば、ユーザは、音声再生装置で再生される音を聞きなが
ら、再生映像を遅らせるように、当該映像音声処理装置に、映像信号の遅延量を入力する
必要がある。
【００１９】
　例えば、ユーザは、音声再生装置で再生される人物の声を聞きながら、その声と、テレ
ビでの再生映像における当該人物の唇の動きとを合わせるように、映像信号の遅延量を調
整する。
【００２０】
　つまり、聴覚と視覚とを同時に働かせながら、聴覚でとらえた音声の特徴点と、視覚で
とらえた映像の特徴点とを時系列上で一致させようとする容易ではない作業が行われる。
【００２１】
　その結果、当該映像音声処理装置では、聴覚および視覚でとらえる音声および映像につ
いてのユーザの違和感がなくなるまで、遅延量の増加および減少を繰り返すという、非効
率的な処理が発生することとなる。
【００２２】
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　さらに、音声信号を受信して再生する音声再生装置が変更になると、当該遅延量も変わ
るため、音声再生装置の変更のたびに、非効率的な処理が発生するという問題が生じる。
【００２３】
　このような問題を解決するために、本発明の一態様に係る映像音声処理装置は、映像音
声処理装置であって、映像信号を出力する映像出力部と、前記映像信号に対応する音声信
号を出力する音声出力部と、前記映像信号に対応する前記音声信号を、前記映像音声処理
装置の外部の音声再生装置に送信する音声送信部と、前記映像音声処理装置の動作モード
を、（ａ）前記音声出力部から前記音声信号が出力され、かつ、前記音声送信部から前記
音声信号が送信される第一モード、および、（ｂ）前記映像出力部から前記映像信号が出
力され、かつ、前記音声送信部から前記音声信号が送信される第二モードの一方から他方
へ切り換える制御部と、前記動作モードが前記第一モードである期間に、前記音声出力部
から出力される音声信号を遅延させる量である音声遅延量を特定する遅延情報の入力を受
け付ける受付部と、前記受付部が受け付けた前記遅延情報によって特定される前記音声遅
延量に応じて前記音声出力部から出力される音声信号を遅延させる音声遅延部と、前記動
作モードが前記第二モードである期間に、前記映像出力部から出力される映像信号を前記
音声遅延量に応じた映像遅延量だけ遅延させる映像遅延部とを備える。
【００２４】
　この構成によれば、映像音声処理装置が第一モードで動作中に出力される、例えば音声
出力部に接続されたスピーカからの音声と、外部の音声再生装置からの音声との比較の結
果から得られる遅延情報を、映像音声処理装置に入力することができる。
【００２５】
　つまり、映像信号との同期の問題のない音声信号であって、音声出力部から出力される
音声信号に基づく音声（第一音声）と、外部の音声再生装置からの音声（第二音声）との
ずれ量（音声遅延量）を特定する遅延情報が映像音声処理装置に入力される。さらに、当
該音声遅延量に応じて映像信号が遅延される。
【００２６】
　簡単にいうと、外部の音声再生装置からの第二音声と、映像出力部に接続されたディス
プレイに表示される映像との間のずれ量が、当該第二音声と当該映像との比較ではなく、
当該第二音声と、当該映像と同期が保障された第一音声との比較によって決定される。
【００２７】
　ここで、人間は、ある音源の発生位置等の特定に、当該音源から発生し、僅かに時間を
あけて耳に到達する２つの音の時間差を利用するため、音の時間的なずれを知覚する能力
が優れているという特長を有する。そのため、第一音声と第二音声とを高い精度で一致さ
せることが可能である。すなわち、上記比較を人間が行った場合であっても、第二音声と
タイミングが一致するように、第一音声を遅延させることは容易である。
【００２８】
　従って、第一音声を第二音声に同期させるための音声遅延量の決定は容易化され、その
結果、第二音声と、当該映像信号に基づく再生映像との同期のための映像遅延量の決定も
容易化される。
【００２９】
　もちろん、人間ではなく、機械的に音声遅延量を決定する場合であっても、例えば、第
一音声および第二音声の音圧レベルのピークのタイミングの比較等によって、容易に特定
することができる。つまり、音声解析の結果と、映像解析の結果とを比較するような複雑
な処理なしに、音声遅延量は決定され、その結果、第二音声と、当該映像信号に基づく再
生映像との同期のための映像遅延量の決定も容易化される。
【００３０】
　以上のように、本態様の映像音声処理装置は、再生時における映像信号と音声信号との
同期のための映像遅延量を効率よく特定することができ、その結果、当該同期のための処
理を効率よく実行することができる。
【００３１】
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　また、例えば、前記映像出力部は、前記動作モードが前記第一モードである期間に、ユ
ーザによる所定の操作のためのユーザインターフェース画面を示す映像信号を出力し、前
記受付部は、ユーザの前記所定の操作により入力される前記遅延情報の入力を受け付ける
としてもよい。
【００３２】
　この構成によれば、映像音声処理装置は、例えば、リップシンクのための調整作業を、
ユーザに効率よく行わせることができる。
【００３３】
　また、例えば、前記映像遅延部は、前記音声遅延量以下の値である前記映像遅延量だけ
前記映像出力部から出力される前記映像信号を遅延させるとしてもよい。
【００３４】
　この構成によれば、映像遅延量は、リップシンクのための厳密な遅延量よりも小さくな
る可能性があるが、少なくとも、音声が映像に先行する事態が防止される。例えば、人物
が喋っている映像において、人物が口を動かす前に発話音が外部の音声再生装置で再生さ
れるような、極めて不自然な状況の発生が防止される。
【００３５】
　また、例えば、前記音声遅延部は、前記映像信号のフレームレートから算出される１フ
レーム分の時間の整数倍に対応する前記音声遅延量に応じて前記音声出力部から出力され
る前記音声信号を遅延させるとしてもよい。
【００３６】
　この構成によれば、例えば、映像の遅延がフレーム単位で行われる場合に、音声遅延量
をそのまま映像遅延量として用いることができる。つまり、映像信号と音声信号との同期
に係る処理負荷が軽減される。
【００３７】
　また、例えば、前記映像遅延部は、前記音声遅延量より大きな前記映像遅延量だけ前記
映像出力部から出力される前記映像信号を遅延させ、前記音声送信部は、前記音声遅延量
と前記映像遅延量との差分に応じた値だけ、前記送信部から送信される前記音声信号を遅
延させるとしてもよい。
【００３８】
　この構成によれば、例えば以下のような効果を生ずる。例えば映像遅延量が定数の整数
倍として決定される場合、音声遅延量が厳密な遅延量と同一視できる場合であっても、映
像遅延量を、音声遅延量と一致させられない場合がある。
【００３９】
　このような場合であっても、映像遅延量を音声遅延量より大きな値として決定し、かつ
、音声送信部から送信される音声信号を遅延させることで、映像遅延量を厳密な遅延量に
近づける場合と同じ効果が生ずる。つまり、リップシンクの精度が向上される。
【００４０】
　また、例えば、前記映像遅延部は、前記音声遅延量以下である前記映像遅延量であって
、前記映像信号のフレームレートから算出される１フレーム分の時間の整数倍に対応する
前映像遅延量だけ前記映像出力部から出力される前記映像信号を遅延させるとしてもよい
。
【００４１】
　この構成によれば、映像遅延量が、当該映像信号におけるフレームレートに応じて決定
されるため、当該映像信号の遅延処理がフレーム単位で行われる。つまり、当該遅延処理
の煩雑化が抑制される。
【００４２】
　また、例えば、前記受付部は、前記遅延情報として、前記音声信号を受信して再生する
前記外部の音声再生装置から出力される音声の信号である再生音信号の入力を受け付け、
前記映像遅延部は、前記再生音信号と、前記音声遅延部が遅延させる前の前記音声信号と
の間の遅延量である前記音声遅延量に応じた前記映像遅延量だけ、前記映像出力部から出
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力される前記映像信号を遅延させるとしてもよい。
【００４３】
　この構成によれば、外部の音声再生装置から得られる再生音信号が遅延情報として用い
られる。そのため、例えば、映像音声処理装置による、リップシンクの自動化が可能とな
る。
【００４４】
　また、例えば、本発明の一態様に係る映像音声処理装置はさらに、前記映像遅延量を示
す情報である映像遅延情報を記憶する記憶部を備え、前記映像遅延部は、前記動作モード
が前記第二モードである期間に、前記記憶部から読み出した前記映像遅延情報に示される
前記映像遅延量だけ、前記映像出力部から出力される前記映像信号を遅延させるとしても
よい。
【００４５】
　この構成によれば、映像音声処理装置において決定された映像遅延量が記憶される。そ
のため、例えば、映像音声処理装置からの音声信号の送信先として複数の音声再生装置が
存在する場合、当該複数の音声再生装置のそれぞれに対応する映像遅延量を記憶部に記憶
させておくことができる。
【００４６】
　その結果、映像音声処理装置は、音声信号の送信先の音声再生装置が変更になった場合
であっても、適切な映像遅延量を用いた映像信号の遅延処理を行うことができる。
【００４７】
　また、例えば、前記記憶部は、前記音声再生装置を含む複数の音声再生装置のそれぞれ
に対応する複数の映像遅延量を示す前記映像遅延情報を記憶し、前記映像遅延部は、前記
動作モードが前記第二モードであって、かつ、前記音声送信部が、前記複数の音声再生装
置のそれぞれに同時に前記音声信号を送信する場合、（ｃ）前記記憶部に記憶されている
前記映像遅延情報に示される前記複数の映像遅延量のうち、最も大きな映像遅延量を選択
し、（ｄ）前記映像出力部から出力される前記映像信号を、選択した映像遅延量だけ遅延
させるとしてもよい。
【００４８】
　この構成によれば、例えば以下のような効果を生ずる。例えば複数のユーザが、映像出
力部に接続された一つのディスプレイに表示された映像を見ながら、それぞれが装着する
、映像音声処理装置と無線通信するヘッドホンで音声を聞く場合を想定する。
【００４９】
　この場合、ヘッドホンごとに音声の遅延量が異なるため、これらヘッドホンそれぞれに
対応する映像遅延量も異なるが、これら映像遅延量のうちの最大値に応じて映像信号が遅
延される。つまり、少なくとも、これらヘッドホンそれぞれからの再生音が、当該ディス
プレイに表示される映像に先行するような極めて不自然な事態の発生は抑制される。
【００５０】
　なお、これらの全般的または具体的な態様は、システム、方法、集積回路、コンピュー
タプログラムまたは記録媒体で実現されてもよく、システム、方法、集積回路、コンピュ
ータプログラムおよび記録媒体の任意な組み合わせで実現されてもよい。
【００５１】
　（実施の形態）
　以下、実施の形態の映像音声処理装置を、図面を参照しつつ説明する。なお、各図は、
模式図であり、必ずしも厳密に図示したものではない。
【００５２】
　また、以下で説明する実施の形態は、いずれも本発明の一具体例を示すものである。以
下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置および接続
形態、ステップ、ステップの順序などは、一例であり、本発明を限定する主旨ではない。
また、以下の実施の形態における構成要素のうち、最上位概念を示す独立請求項に記載さ
れていない構成要素については、任意の構成要素として説明される。
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【００５３】
　図１は、実施の形態におけるＡＶ（Ａｕｄｉｏ　Ｖｉｓｕａｌ）システム１０の構成概
要を示す図である。
【００５４】
　図２は、実施の形態におけるＡＶシステム１０の基本的な機能構成を示すブロック図で
ある。
【００５５】
　図１に示すように、実施の形態におけるＡＶシステム１０は、テレビ１００とヘッドホ
ン２００とを備える。
【００５６】
　テレビ１００は、放送番組等のＡＶコンテンツを受信して再生する装置であり、映像音
声処理装置１１０と、ディスプレイ１５０と、スピーカ１６０とを備える。
【００５７】
　ヘッドホン２００は、映像音声処理装置１１０の外部の音声再生装置の一例である。ヘ
ッドホン２００は、映像音声処理装置１１０から送信される音声信号を受信する受信部２
１０と、受信部２１０が受信した音声信号の再生音を出力するスピーカ２２０とを有する
。
【００５８】
　なお、ヘッドホン２００は右耳用と左耳用の２つのスピーカ２２０を有しているが、図
２では、いずれか一方のスピーカ２２０の図示は省略している。
【００５９】
　ユーザは、ヘッドホン２００でＡＶコンテンツの音声を聞きながら、当該ＡＶコンテン
ツの映像をテレビ１００のディスプレイ１５０で見ることができる。
【００６０】
　なお、映像音声処理装置１１０とヘッドホン２００との間の通信規格としては、例えば
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）が採用される。
【００６１】
　映像音声処理装置１１０は、図２に示すように、映像出力部１１１と、音声出力部１１
２と、音声送信部１１３と、制御部１１４と、受付部１１５と、音声遅延部１１６と、映
像遅延部１１７と、映像信号処理部１１８と、音声信号処理部１１９とを備える。
【００６２】
　映像出力部１１１は、映像信号を出力する。本実施の形態では、映像出力部１１１は、
映像信号処理部１１８から映像遅延部１１７を介して取得した映像信号を、ディスプレイ
１５０に出力する。その結果、当該映像信号に基づく映像がディスプレイ１５０に表示さ
れる。
【００６３】
　音声出力部１１２は、当該映像信号に対応する音声信号を出力する。本実施の形態では
、音声出力部１１２は、音声信号処理部１１９から音声遅延部１１６を介して取得した音
声信号を、スピーカ１６０に出力する。その結果、当該音声信号に基づく音声、つまり、
ディスプレイ１５０に表示される映像に対応する音声がスピーカ１６０から出力される。
【００６４】
　音声送信部１１３は、当該映像信号に対応する音声信号を、映像音声処理装置１１０の
外部の音声再生装置であるヘッドホン２００に送信する。
【００６５】
　本実施の形態では、音声送信部１１３は、音声信号処理部１１９から取得した音声信号
を、ヘッドホン２００に送信する。その結果、当該音声信号に基づく音声がヘッドホン２
００から出力される。
【００６６】
　具体的には、ヘッドホン２００では、音声送信部１１３から送信された音声信号を受信
部２１０が受信し、音声の再生のための所定の処理を行う。これにより、例えばディスプ
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レイ１５０に表示される映像に対応する音声が、ヘッドホン２００が備えるスピーカ２２
０から出力される。
【００６７】
　制御部１１４は、映像音声処理装置１１０の動作モードを調整モードおよび視聴モード
の一方から他方へ切り換える。また、制御部１１４は、映像出力部１１１等の映像音声処
理装置１１０が備える各構成要素の制御も行う。
【００６８】
　なお、調整モードは、第一モードの一例であり、音声出力部１１２から音声信号が出力
され、かつ、音声送信部１１３から音声信号が送信される動作モードである。具体的には
、後述する、リップシンクのための調整（以下、「同期調整」という。）を実行する場合
の動作モードである。
【００６９】
　また、視聴モードは、第二モードの一例であり、映像出力部１１１から映像信号が出力
され、かつ、音声送信部１１３から音声信号が送信される動作モードである。つまり、ユ
ーザが、ディスプレイ１５０に表示された映像を見ながら、ヘッドホン２００で当該映像
に対応する音声を聞く場合の動作モードである。
【００７０】
　本実施の形態では、視聴モードでは、スピーカ１６０からの音声出力は停止される。
【００７１】
　なお、映像音声処理装置１１０は、ディスプレイ１５０とスピーカ１６０とを用いてＡ
Ｖコンテンツをユーザに視聴させる通常の動作モード（通常モード）でも動作する。しか
し、当該通常モードは、テレビ１００としての一般的な動作モードであるためその説明は
省略する。
【００７２】
　受付部１１５は、動作モードが調整モードである期間に、音声出力部１１２から出力さ
れる音声信号を遅延させる量である音声遅延量を特定する遅延情報の入力を受け付ける。
【００７３】
　本実施の形態では、調整モードにおいて、当該遅延情報の入力のためのユーザインター
フェース画面がディスプレイ１５０に表示される。ユーザインターフェース画面について
は図４を用いて後述する。
【００７４】
　音声遅延部１１６は、受付部１１５が受け付けた遅延情報によって特定される音声遅延
量に応じて、音声出力部１１２から出力される音声信号を遅延させる。つまり、スピーカ
１６０から出力される音声が、当該音声遅延量に応じて遅延される。
【００７５】
　映像遅延部１１７は、動作モードが視聴モードである期間に、映像出力部１１１から出
力される映像信号を当該音声遅延量に応じた映像遅延量だけ遅延させる。つまり、調整モ
ードにおいて決定された音声遅延量に応じて、ディスプレイ１５０に表示される映像が遅
延される。
【００７６】
　本実施の形態の映像音声処理装置１１０は、上記構成を有することで、リップシンクの
ための処理、つまり、再生時における映像信号と音声信号との同期のための処理を効率よ
く実行することができる。
【００７７】
　具体的には、本実施の形態では、上述のように音声信号の送信の通信規格として、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）が採用されている。
【００７８】
　また、ヘッドホン２００では音声信号のバッファリングが行われており（バッファは図
２に図示せず）、これにより、ヘッドホン２００では、ヘッドホン２００で再生されるべ
き音声信号が途切れることなく再生される。
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【００７９】
　しかしながら、音声信号のバッファリング等の処理に起因して、ヘッドホン２００での
再生音が本来的な再生タイミングより遅れて再生され得る。その結果、ディスプレイ１５
０での再生映像と、ヘッドホン２００での再生音との間にずれが生じ得る。
【００８０】
　そこで、本実施の形態の映像音声処理装置１１０では、音声遅延部１１６と映像遅延部
１１７との処理により、ディスプレイ１５０での再生映像と、ヘッドホン２００での再生
音との間の同期のための処理を効率よく実行することができる。
【００８１】
　なお、本実施の形態では、映像信号処理部１１８は、例えば、テレビ１００が有するチ
ューナ（図示せず）から受け取ったストリームから映像信号を取得し、映像遅延部１１７
に出力する。また、音声信号処理部１１９は、当該ストリームから音声信号を取得し、音
声遅延部１１６に出力する。
【００８２】
　つまり、映像信号処理部１１８および音声信号処理部１１９は、テレビ１００で再生さ
れる映像および音声のソースである信号を映像音声処理装置１１０に与える装置であり、
映像音声処理装置１１０の外部に備えられていてもよい。つまり、映像信号処理部１１８
および音声信号処理部１１９は、映像音声処理装置１１０に必須の要素ではない。
【００８３】
　以下、図３～図６を用いて、本実施の形態の映像音声処理装置１１０の処理の流れを説
明する。
【００８４】
　図３は、実施の形態の映像音声処理装置１１０における基本的な処理の流れを示すフロ
ー図である。
【００８５】
　制御部１１４は、例えばユーザからの指示により、映像音声処理装置１１０の動作モー
ドを視聴モードから調整モードに切り換える（Ｓ１）。
【００８６】
　動作モードが調整モードである期間に、受付部１１５は、ユーザの所定の操作により、
遅延情報の入力を受け付ける（Ｓ２）。例えば、“２００ｍｉｌｌｉ　ｓｅｃｏｎｄ（ｍ
ｓｅｃ）”という音声遅延量そのもの、または、“＋１２”等の音声遅延量の大きさを表
す数値等が、遅延情報として入力される。
【００８７】
　音声遅延部１１６は、当該遅延情報によって特定される音声遅延量に応じて音声出力部
１１２から出力される音声信号を遅延させる（Ｓ３）。
【００８８】
　その後、制御部１１４は、例えばユーザからの指示により、音声遅延量を決定した後で
映像音声処理装置１１０の動作モードを調整モードから視聴モードに切り換える（Ｓ４）
。
【００８９】
　映像遅延部１１７は、動作モードが視聴モードである期間に、映像出力部１１１から出
力される映像信号を当該音声遅延量に応じた映像遅延量だけ遅延させる（Ｓ５）。
【００９０】
　以上の処理を実行する映像音声処理装置１１０の具体的な動作を、図４および図５を参
照しながら説明する。
【００９１】
　図４は、実施の形態の映像音声処理装置１１０が出力するユーザインターフェース画面
１５１の一例を示す図である。
【００９２】
　図５は、実施の形態の映像音声処理装置１１０が行う同期調整を説明するための図であ
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る。
【００９３】
　映像音声処理装置１１０は、調整モードで動作する場合、図４に示すようなユーザイン
ターフェース画面１５１を、ディスプレイ１５０に出力する。
【００９４】
　また、この調整モードでは、スピーカ１６０およびヘッドホン２００の双方から、同期
調整のための音声として、例えば所定の間隔ごと（例えば、１ｓｅｃ～２ｓｅｃごと）の
パルス音が出力される。
【００９５】
　また、スピーカ１６０から出力される所定の間隔ごとのパルス音に同期して、例えば、
図５に示すような、ボールが床面で跳ね返されることで単振動する動画がユーザインター
フェース画面１５１に表示される。具体的には、ボールが床面に当たるタイミングでスピ
ーカ１６０からパルス音が出力される。
【００９６】
　また、同期調整が完了されていない時点では、図５の（ａ）に示すように、ヘッドホン
２００からの出音のタイミングは、スピーカ１６０からの出音のタイミングに対して遅れ
ている。
【００９７】
　従って、ユーザは、例えば、左右の一方の耳で、ヘッドホン２００からの音声を聞きな
がら、他方の耳で、スピーカ１６０からの音声を聞いた場合、左右の耳で知覚される音声
の間に時間的なずれがあることが認識される。
【００９８】
　このような状況において、例えばユーザがテレビ１００のリモコン１７０の十字キーを
操作することで、遅延情報が映像音声処理装置１１０に入力される。
【００９９】
　図４に示す例では、ユーザインターフェース画面１５１には、音声遅延量を特定する遅
延情報として、設定値“＋１２”が、設定値表示フィールド１５２に表示されている。こ
の設定値は、例えばユーザがリモコン１７０の十字キーを操作することで変更される。さ
らに、当該設定値が遅延情報として受付部１１５に受け付けられる。
【０１００】
　具体的には、正の整数である設定値に単位遅延量ｄを乗じた値が、音声遅延量として扱
われる。単位遅延量ｄは、例えば、映像出力部１１１から出力される映像信号のフレーム
レートから算出される１フレーム分の時間（以下、「１フレーム時間」という。）である
。
【０１０１】
　例えば、当該フレームレートが６０Ｆｒａｍｅｓ／ｓｅｃである場合、単位遅延量ｄは
、１フレーム時間である（５０／３（＝１６．６６６６６．．．））ｍｓｅｃである。そ
のため、設定値が“１２”である場合、（５０／３）ｍｓｅｃに１２を乗じた結果である
２００ｍｓｅｃが音声遅延量として算出される。なお、この算出は、例えば、受付部１１
５、制御部１１４、または音声遅延部１１６によって行われる。
【０１０２】
　音声遅延部１１６は、このようにして得られた音声遅延量に応じて、音声信号処理部１
１９から受信する音声信号を遅延させる。その結果、音声出力部１１２から出力される音
声信号が遅延される。
【０１０３】
　例えば、音声遅延部１１６による遅延の単位が０．１ｍｓｅｃであれば、音声出力部１
１２から出力される音声信号が、２００．０ｍｓｅｃだけ遅延される。なお、音声遅延量
と実際の音声の遅延量とが厳密に一致しなくてもよい。例えば、音声遅延部１１６による
遅延の単位が３ｍｓｅｃである場合、実際の音声の遅延量が２０１ｍｓｅｃであってもよ
い。
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【０１０４】
　このように、ユーザにより入力される遅延情報（設定値）に応じて、音声出力部１１２
から出力される音声信号が遅延され、その結果、スピーカ１６０から出力される音声が遅
延される。
【０１０５】
　そのため、ユーザは、スピーカ１６０からの音声とヘッドホン２００からの音声の間に
時間的なずれが最も小さくなるように、設定値を変更することができる。
【０１０６】
　その結果、図５の（ｂ）に示すように、当該時間的なずれが最も小さくなると知覚され
る音声遅延量Ｄが決定される。例えば、設定値が“＋１２”である場合に、ユーザにより
リモコン１７０の所定のボタンが押下されることで、設定値“＋１２”が、同期調整のた
めの遅延情報として決定される。つまり、設定値“＋１２”に対応する“２００ｍｓｅｃ
”が、音声遅延量Ｄとして特定される。
【０１０７】
　また、このように特定された音声遅延量Ｄだけ音声出力部１１２から出力される音声信
号が遅延され、これにより、図５の（ｂ）に示すように、ヘッドホン２００からの出音の
タイミングとスピーカ１６０からの出音のタイミングとが一致（略一致も含む、以下同じ
）する。つまり、ヘッドホン２００とスピーカ１６０との間における音声信号の同期がな
される。
【０１０８】
　制御部１１４は、このように特定された音声遅延量Ｄを取得し、映像遅延部１１７に送
信する。
【０１０９】
　映像遅延部１１７は、受信した音声遅延量Ｄに応じて映像遅延量Ｖを決定し、映像信号
処理部１１８から受信する映像信号を映像遅延量Ｖだけ遅延させる。その結果、映像出力
部１１１から出力される映像信号が映像遅延量Ｖだけ遅延される。
【０１１０】
　ここで、上記のように、単位遅延量ｄが映像信号における１フレーム時間である場合、
つまり、音声遅延量Ｄが、当該１フレーム時間の整数倍の値である場合、例えば、音声遅
延量Ｄがそのまま映像遅延量Ｖとして扱われる。
【０１１１】
　例えば、音声遅延量Ｄが“２００ｍｓｅｃ”である場合、映像遅延量Ｖも“２００ｍｓ
ｅｃ”と決定される。
【０１１２】
　この場合、映像遅延部１１７は、映像信号を映像信号処理部１１８から受信して１２フ
レーム遅延させて映像出力部１１１に出力する。これにより、映像出力部１１１からディ
スプレイ１５０に出力される映像信号は、映像遅延量Ｖである“２００ｍｓｅｃ”だけ遅
延される。
【０１１３】
　なお、単位遅延量ｄが映像信号における１フレーム時間である場合、映像遅延部１１７
は、音声遅延量Ｄそのものではなく、単位遅延量ｄに乗算される設定値を受け取ってもよ
い。例えば、設定値が“＋１２”である場合、当該設定値を受け取った映像遅延部１１７
は、映像遅延量Ｖとして“＋１２”を決定し、上記のように映像信号を１２フレーム遅延
させる。
【０１１４】
　その結果、映像出力部１１１からディスプレイ１５０に出力される映像信号は、音声遅
延量Ｄと同じ値である“２００ｍｓｅｃ”だけ遅延される。
【０１１５】
　このように、映像遅延部１１７が、音声遅延量Ｄに応じた映像遅延量Ｖだけ映像信号を
遅延させることで、ヘッドホン２００からの出音のタイミングとディスプレイ１５０での
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映像の表示のタイミングとが一致する。
【０１１６】
　ここで、本実施の形態においては、以上の映像遅延部１１７による映像信号の遅延処理
は、調整モードでの動作期間中にも実行される。つまり、スピーカ１６０からのパルス音
の出力のタイミングの変化に追随して、図４に示すユーザインターフェース画面１５１に
表示されたボールが床面に当たるタイミングが変化する。
【０１１７】
　なお、映像遅延部１１７による映像信号の遅延処理は、少なくとも、映像音声処理装置
１１０の動作モードが視聴モードである期間に行われればよい。つまり、調整モードにお
いてスピーカ１６０およびヘッドホン２００から出力される、同期調整用の音声に対応す
る映像（例えば、図４におけるボールの映像）は、ユーザインターフェース画面１５１に
表示されていなくてもよい。
【０１１８】
　また、ユーザインターフェース画面１５１は、ディスプレイ１５０の表示領域の一部の
みに表示されてもよい。例えば、通常の放送番組の映像に重畳させて、設定値表示フィー
ルド１５２等の、設定値の入力および確認に必要なユーザインターフェース用の映像を表
示させてもよい。この場合、同期調整用の音声として、当該放送番組の音声が用いられて
もよい。
【０１１９】
　また、ユーザインターフェース画面１５１は必須ではなく、ディスプレイ１５０に表示
される画像、テレビ１００に設けられたランプ、またはスピーカ１６０からの音声等を介
して、調整モードで動作中であることをユーザに知覚させてもよい。
【０１２０】
　この場合、ユーザは、調整モードで動作中であることを認識できるため、例えばリモコ
ン１７０の十字キーを操作することで、スピーカ１６０からの音声を、ヘッドホン２００
からの音声と同期させるように、スピーカ１６０からの音声を遅延させることができる。
【０１２１】
　また、調整モードから視聴モードへの切り替えは、例えば、上述の、設定値の決定のた
めの、リモコン１７０の所定のボタンの押下をトリガとして実行される。また、例えば、
受付部１１５が受け付ける遅延情報（設定値）が変更されない期間が閾値を越えたことを
トリガとして、調整モードから視聴モードに切り替えられてもよい。
【０１２２】
　映像音声処理装置１１０の動作モードが視聴モードとなった場合、ユーザは、上記のよ
うに遅延された映像をディスプレイ１５０で見ることができる。
【０１２３】
　具体的には、ヘッドホン２００から出力される音声の、本来的な出力タイミングからの
ずれ量だけ遅延された映像がディスプレイ１５０に表示される。その結果、ヘッドホン２
００での再生音とディスプレイ１５０に表示される再生映像とは同期される。
【０１２４】
　なお、映像音声処理装置１１０の動作モードが視聴モードである場合に、スピーカ１６
０からの音声出力を停止させずに継続させてもよい。この場合、音声遅延部１１６は、例
えば上記の音声遅延量Ｄ（または映像遅延量Ｖ）だけ、音声出力部１１２から出力される
音声信号を遅延させればよい。
【０１２５】
　これにより、ヘッドホン２００を装着しているユーザが視聴するＡＶコンテンツを、当
該ヘッドホン２００を装着していないユーザにも視聴させることができる。つまり、当該
ヘッドホン２００を装着していないユーザに、ディスプレイ１５０に表示された再生映像
と同期した音声を、スピーカ１６０によって提供することができる。
【０１２６】
　また、映像音声処理装置１１０とヘッドホン２００との通信が終了した場合、例えば、
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当該通信の終了をトリガとして、映像音声処理装置１１０の視聴モードから通常モードに
切り替わる。また、映像遅延部１１７は映像信号の遅延処理を終了する。
【０１２７】
　このように、本実施の形態の映像音声処理装置１１０は、同期調整において、スピーカ
１６０からの音声とヘッドホン２００からの音声との比較により、ヘッドホン２００から
出力される音声の本来的な出力タイミングからのずれ量が決定される。
【０１２８】
　つまり、ヘッドホン２００での再生音との比較対象として、ヘッドホン２００での再生
音と同期されるべき映像そのものではなく、当該映像と同期が保障されたスピーカ１６０
からの出力音が用いられ、これにより、当該映像の遅延量が決定される。
【０１２９】
　従って、本実施の形態の映像音声処理装置１１０によれば、再生時における映像信号と
音声信号との同期のための処理を効率よく行うことができる。
【０１３０】
　なお、上記説明では、単位遅延量ｄとして、映像信号のフレームレートから算出される
１フレーム時間が用いられるとした。しかしながら、単位遅延量ｄに特に限定はなく、例
えば、１ｍｓｅｃなどの、映像音声処理装置１１０が扱う映像信号の１フレーム時間より
も小さな数値であってもよい。
【０１３１】
　これにより、例えば、遅延情報として映像音声処理装置１１０に入力される値の厳密性
を向上させることができる。つまり、音声遅延量Ｄとして、同期調整のためのより正確な
値を決定することが可能となる。
【０１３２】
　ここで、このように、単位遅延量ｄとして１フレーム時間よりも小さな数値が採用され
た場合、音声遅延量Ｄは、１フレーム時間の整数倍にならない場合がある。
【０１３３】
　つまり、音声遅延量Ｄとして、厳密な同期のための正確な値が決定された場合であって
も、上述のように映像遅延部１１７が映像信号をフレーム単位で遅延させる場合、ヘッド
ホン２００での再生音とディスプレイ１５０に表示される再生映像とが、厳密には同期し
ないことになる。
【０１３４】
　そのため、映像遅延部１１７は、映像信号をフレーム単位で遅延させるのではなく、１
フレーム時間よりも小さな単位で映像信号を遅延させてもよい。これにより、ヘッドホン
２００での再生音とディスプレイ１５０での再生映像とのより厳密な同期が可能となる。
【０１３５】
　また、例えば映像遅延部１１７による映像遅延の処理負荷を増加させないために、映像
信号をフレーム単位で遅延させることを維持する場合、映像遅延量Ｖを、音声遅延量Ｄよ
りも小さな値に決定してもよい。これにより、少なくとも、ヘッドホン２００からの再生
音がディスプレイ１５０に表示される再生映像に先行するような極めて不自然な事象の発
生は防止される。
【０１３６】
　図６は、１フレーム時間Ｓと、スピーカ１６０およびヘッドホン２００の間の出音タイ
ミングのずれ量との関係を示す図である。
【０１３７】
　例えば、スピーカ１６０からの音声とヘッドホン２００からの音声との間の厳密な時間
的なずれ量がＤ１である場合を想定する。この場合、スピーカ１６０からの音声とディス
プレイ１５０の再生映像とは同期されているため、ディスプレイ１５０の再生映像とヘッ
ドホン２００からの音声との間の厳密な時間的なずれ量もＤ１であるとみなされる。
【０１３８】
　ここで、このＤ１を音声遅延量として示す遅延情報が、映像音声処理装置１１０に入力
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された場合を想定する。
【０１３９】
　この想定において、映像遅延部１１７が映像信号をフレーム単位で遅延させた場合、映
像遅延量Ｖは１フレーム時間Ｓの整数倍である。つまり、図６において、ｔ（０）を起点
（映像遅延量＝０）とした場合、ｔ（０）と、ｔ（１）・・・、ｔ（ｎ＋１）、・・のい
ずれかの値が、映像遅延量Ｖとして決定される。なお、ｔ（ｎ）＝Ｓ・ｎ（ｎは正の整数
）である。
【０１４０】
　この場合、例えば制御部１１４または映像遅延部１１７は、遅延情報によって特定され
る音声遅延量Ｄ１以下の値を、映像遅延量Ｖとして決定する。
【０１４１】
　図６に示す場合、音声遅延量Ｄ１以下であって、かつ、音声遅延量Ｄ１に最も近い、１
フレーム時間Ｓのｎ倍である、ｔ（ｎ）が、映像遅延量Ｖとして決定される。
【０１４２】
　例えば、音声遅延量Ｄ１が２１０ｍｓｅｃであり、１フレーム時間Ｓが（５０／３）ｍ
ｓｅｃである場合、２１０ｍｓｅｃ以下であり、かつ、２１０ｍｓｅｃに最も近い、（５
０／３）ｍｓｅｃの１２倍である、“２００ｍｓｅｃ”が、映像遅延量Ｖとして決定され
る。なお、この場合、映像遅延量Ｖとしては、上述のように、“２００ｍｓｅｃ”に対応
するフレーム数である“１２”が決定されてもよい。
【０１４３】
　このように、映像音声処理装置１１０に入力される遅延情報から特定される音声遅延量
Ｄが定数の整数倍である場合、当該定数が小さいほど、音声遅延量Ｄは、リップシンクの
ための本来的な遅延量により近い値をとりうる。つまり、音声遅延量Ｄの厳密性を向上さ
せることができる。
【０１４４】
　また、映像遅延量Ｖが１フレーム時間の整数倍である場合など、映像遅延量Ｖが、厳密
性の高い音声遅延量Ｄの値と一致する値をとり得ない場合、上記のように、音声遅延量Ｄ
以下であり、かつ、音声遅延量Ｄに近い値を映像遅延量Ｖとして決定する。これにより、
ディスプレイ１５０とヘッドホン２００との間のリップシンクの問題の発生は実質的に防
止され、かつ、音声が映像より先行するような極めて不自然な状況の発生は防止される。
【０１４５】
　また、図６に示す場合において、音声遅延量Ｄ１より大きな値が、映像遅延量Ｖとして
決定されてもよい。例えば、音声遅延量Ｄ１に最も近い、１フレーム時間Ｓの整数倍であ
る、ｔ（ｎ＋１）が、映像遅延量Ｖとして決定されてもよい。
【０１４６】
　この場合、例えば、音声送信部１１３からヘッドホン２００に送信する音声信号を遅延
させることで、ヘッドホン２００での再生音とディスプレイ１５０での再生映像とを同期
させることができる。
【０１４７】
　例えば、音声遅延量Ｄ１が１８６ｍｓｅｃであり、１フレーム時間Ｓが（５０／３）ｍ
ｓｅｃである場合において、１８６ｍｓｅｃより大きく、かつ、（５０／３）ｍｓｅｃの
整数倍（１２倍）である、“２００ｍｓｅｃ”が、映像遅延量Ｖとして決定された場合を
想定する。
【０１４８】
　この場合、映像遅延量Ｖが音声遅延量Ｄ１よりも１４ｍｓｅｃ大きいため、なんら手当
てをしない場合、ヘッドホン２００での再生音が、１４ｍｓｅｃだけ、ディスプレイ１５
０での再生映像に先行することになる。
【０１４９】
　そこで、音声送信部１１３からヘッドホン２００に送信する音声信号を、１４ｍｓｅｃ
だけ遅延させる。
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【０１５０】
　これにより、音声遅延量Ｄ１が、リップシンクのための本来的な遅延量と同一である場
合、理論上、ヘッドホン２００での再生音とディスプレイ１５０での再生映像とは完全に
同期する。また、音声遅延量Ｄ１の誤差を考慮した場合であっても、ヘッドホン２００と
ディスプレイ１５０との間のリップシンクの厳密性は向上する。
【０１５１】
　つまり、簡単にいうと、映像音声処理装置１１０は、映像の遅延量を本来的な必要量よ
りも大きくし、かつ、ヘッドホン２００への音声を遅延させることで、ヘッドホン２００
での再生音とディスプレイ１５０での再生映像とを厳密に同期させることも可能である。
【０１５２】
　また、以上説明した、映像音声処理装置１１０の同期調整において用いられた映像遅延
量Ｖを記憶しておいてもよい。
【０１５３】
　図７は、実施の形態における映像音声処理装置１１０が記憶部１３０を備える場合の基
本的な機能構成を示すブロック図である。
【０１５４】
　例えば、映像音声処理装置１１０の制御部１１４が、上記の同期調整において決定され
た映像遅延量Ｖを、映像遅延情報１３１として記憶部１３０に記憶させる。
【０１５５】
　これにより、その後、ヘッドホン２００と映像音声処理装置１１０との間の通信が一旦
終了した後に、ヘッドホン２００と映像音声処理装置１１０とが通信を再開した場合、記
憶された映像遅延量Ｖが用いられた自動的な同期調整が実行される。つまり、制御部１１
４は、記憶部１３０から映像遅延量Ｖを読み出して、映像遅延部１１７に送信し、映像遅
延部１１７に、映像遅延量Ｖに応じた映像信号の遅延を行わせることができる。
【０１５６】
　なお、記憶部１３０に記憶される映像遅延情報１３１は、映像遅延量Ｖそのものを示さ
なくてもよい。例えば、映像遅延量Ｖに対応する音声遅延量Ｄを示す映像遅延情報１３１
が、記憶部１３０に記憶されてもよい。
【０１５７】
　また、映像音声処理装置１１０が、複数の音声再生装置と通信する場合、記憶部１３０
は、これら複数の音声再生装置のそれぞれに対応する複数の映像遅延量を示す映像遅延情
報１３１を記憶してもよい。
【０１５８】
　図８は、実施の形態のＡＶシステム１０が複数の音声再生装置を備える場合の構成概要
を示す図である。
【０１５９】
　図９は、実施の形態における映像遅延情報１３１のデータ構成例を示す図である。
【０１６０】
　図８に示すように、映像音声処理装置１１０を備えるテレビ１００が、上記のヘッドホ
ン２００の他に、２つのヘッドホン（２０１、２０２）と通信する場合を想定する。
【０１６１】
　なお、ヘッドホン２０１および２０２のそれぞれについても、例えば映像音声処理装置
１１０とのペアリングが終了した後に、図３～図５を用いて説明した同期調整が実行され
ている。そのため、ヘッドホン２０１および２０２のそれぞれに対応する映像遅延量Ｖが
求められている。
【０１６２】
　また、これら３つのヘッドホン（２００、２０１、２０２）は、互いに機種が異なるた
め、または個体差により、それぞれの再生音の本来的な再生タイミングからのずれ量（遅
延量）が互いに異なる。
【０１６３】
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　そのため、図９に示すように、これら３つのヘッドホン（２００、２０１、２０２）の
それぞれに対応する映像遅延量Ｖを示す映像遅延情報１３１を、それぞれの識別子である
外部機器ＩＤと対応付けて記憶部１３０に記憶させておく。なお、各ヘッドホン（２００
、２０１、２０２）の外部機器ＩＤは、映像音声処理装置１１０と通信を開始する場合に
、各ヘッドホン（２００、２０１、２０２）から映像音声処理装置１１０に通知される。
【０１６４】
　また、図９に示す例では、ヘッドホン２００の外部機器ＩＤは、“Ｈ－Ａ”であり、ヘ
ッドホン２０１の外部機器ＩＤは、“Ｈ－Ｂ”であり、ヘッドホン２０２の外部機器ＩＤ
は、“Ｈ－Ｃ”である。
【０１６５】
　このような情報を含む映像遅延情報１３１を、記憶部１３０に記憶させておくことで、
映像音声処理装置１１０は、音声信号の送信先のヘッドホンが変更になった場合であって
も、適切な映像遅延量を用いた映像信号の遅延処理を行うことができる。
【０１６６】
　ここで、これら３つのヘッドホン（２００、２０１、２０２）のうちの少なくとも２つ
が同時に映像音声処理装置１１０と通信する場合も考えられる。
【０１６７】
　例えば、３人のユーザのそれぞれがヘッドホン（２００、２０１、または、２０２）を
装着して、テレビ１００のディスプレイ１５０に表示される映像を見る場合が考えられる
。
【０１６８】
　この場合、映像音声処理装置１１０の映像遅延部１１７は、以下の処理を実行する。す
なわち、映像遅延部１１７は、動作モードが視聴モードであって、かつ、音声送信部１１
３が、３つのヘッドホン（２００、２０１、２０２）のそれぞれに同時に音声信号を送信
する場合、（ａ）記憶部１３０に記憶されている映像遅延情報１３１に示される複数の映
像遅延量Ｖのうち、最も大きな映像遅延量Ｖを選択し、（ｂ）映像出力部１１１から出力
される映像信号を、選択した映像遅延量Ｖだけ遅延させる。
【０１６９】
　例えば、３つのヘッドホン（２００、２０１、２０２）それぞれに対応する映像遅延量
が、図９に示す値である場合、映像遅延部１１７が用いる映像遅延量Ｖとして、ヘッドホ
ン２０２に対応する“２０１ｍｓｅｃ”が採用される。
【０１７０】
　つまり、映像音声処理装置１１０は、音声信号の送信先の装置が複数ある場合、その複
数の装置のうちの、最も音声の遅延量の大きな装置に合わせて、映像音声処理装置１１０
から出力する映像信号を遅延させる。
【０１７１】
　これにより、少なくとも、これらヘッドホン（２００、２０１、２０２）それぞれから
の再生音が、ディスプレイ１５０に表示される再生映像に先行するような極めて不自然な
事態の発生は抑制される。
【０１７２】
　また、この場合、例えば音声送信部１１３が、ヘッドホン２００および２０１のそれぞ
れに送信される音声信号を遅延させてもよい。これにより、ディスプレイ１５０に表示さ
れる当該映像と、これらヘッドホン２００および２０１のそれぞれでの再生音との同期を
より厳密にすることができる。
【０１７３】
　例えば、上記のように、映像遅延部１１７が用いる映像遅延量Ｖとして“２０１ｍｓｅ
ｃ”が採用された場合を想定する。この場合、音声送信部１１３は、映像遅延量Ｖ“１９
７ｍｓｅｃ”に対応するヘッドホン２００に対しては、４ｍｓｅｃだけ音声信号を遅延さ
せる。
【０１７４】
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　また、音声送信部１１３は、映像遅延量Ｖ“１８９ｍｓｅｃ”に対応するヘッドホン２
００に対しては、１２ｍｓｅｃだけ音声信号を遅延させる。
【０１７５】
　つまり、ヘッドホン２００および２０１との関係で、相対的に遅く設定された映像遅延
量Ｖに合わせるように、ヘッドホン２００および２０１のそれぞれに送信される音声信号
を遅延させる。これにより、これら３つのヘッドホン（２００、２０１、２０２）の全て
について、リップシンクの問題がより確実に解消される。
【０１７６】
　また、遅延情報は、ユーザインターフェース画面１５１を介して映像音声処理装置１１
０に入力されなくてもよい。例えば、ヘッドホン２００の再生音を示す再生音信号が、遅
延情報として映像音声処理装置１１０に入力されてもよい。
【０１７７】
　図１０は、実施の形態における映像音声処理装置１１０が遅延情報として再生音信号を
取得する場合の基本的な機能構成を示すブロック図である。
【０１７８】
　図１０に示すように、ヘッドホン２００の再生音を示す再生音信号が、遅延情報として
、受付部１１５に受け付けられる。
【０１７９】
　例えば、受付部１１５に接続されたマイクロフォン（図示せず）を介して、再生音信号
が受付部１１５に入力される。または、受付部１１５に接続された音声入力端子（図示せ
ず）を介して、再生音信号が受付部１１５に入力される。
【０１８０】
　この場合、例えば制御部１１４は、音声遅延部１１６から出力される音声信号に示され
る音圧レベルのピークのタイミングと、当該再生音信号に入力される音声信号に示される
音圧レベルのピークのタイミングとの間の時間的な差分から、音声遅延量Ｄを特定する。
【０１８１】
　なお、これら２種類の信号を用いた音声遅延量Ｄの特定の手法は、上記手法に限定され
ない。また、制御部１１４ではなく、例えば、音声遅延部１１６または受付部１１５によ
って、音声遅延量Ｄが特定されてもよい。
【０１８２】
　また、音声遅延量Ｄの特定は、一回の上記比較処理によって行われてもよい。また、当
該音声遅延量Ｄの特定は、音声遅延部１１６による音声信号の遅延量を変化させながら、
音声遅延部１１６から出力される音声信号と、再生音信号とのずれ量をフィードバックす
ることによって行われてもよい。
【０１８３】
　また、本実施の形態では、映像音声処理装置１１０とヘッドホン２００との間の通信規
格として、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）が採用されるとしたが、当該通信規格として
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）以外の通信規格が採用されてもよい。また、映像音声処
理装置１１０とヘッドホン２００との間が無線通信ではなく有線通信であってもよい。
【０１８４】
　つまり、通信規格が採用する手順等の都合により、ヘッドホン２００での再生音と、デ
ィスプレイ１５０での再生映像との間に、人間が知覚できる程度のずれが生じる場合、当
該通信規格の種類に関係なく、映像音声処理装置１１０による同期調整は有効である。
【０１８５】
　また、映像音声処理装置１１０は、テレビ１００以外の種類の装置に備えられてもよい
。例えば、Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（登録商標）等の光ディスクまたはハードディスク
に記憶されたＡＶコンテンツを再生するレコーダまたはプレーヤに、映像音声処理装置１
１０が備えられてもよい。
【０１８６】
　また、映像音声処理装置１１０からの音声信号の送信先の装置は、ヘッドホン２００以
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外の種類の音声再生装置であってもよい。
【０１８７】
　例えば、複数のスピーカを備え、映像音声処理装置１１０と無線または有線で通信する
サラウンドシステムに、映像音声処理装置１１０からの音声信号が送信されてもよい。つ
まり、映像音声処理装置１１０による同期調整における音声の発生元である音声再生装置
の種類は、ヘッドホンに限定されない。
【０１８８】
　また、上記の実施の形態において、各構成要素は、専用のハードウェアで構成されるか
、各構成要素に適したソフトウェアプログラムを実行することによって実現されてもよい
。各構成要素は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）またはプ
ロセッサなどのプログラム実行部が、ハードディスクまたは半導体メモリなどの記録媒体
に記録されたソフトウェアプログラムを読み出して実行することによって実現されてもよ
い。ここで、上記実施の形態の映像音声処理装置を実現するソフトウェアは、次のような
プログラムである。
【０１８９】
　すなわち、このプログラムは、コンピュータに、以下の映像音声処理方法を実行させる
。
【０１９０】
　当該映像音声処理方法は、映像音声処理装置によって実行される映像音声処理方法であ
って、前記映像音声処理装置は、映像信号を出力する映像出力部と、前記映像信号に対応
する音声信号を出力する音声出力部と、前記映像信号に対応する前記音声信号を、前記映
像音声処理装置の外部の音声再生装置に送信する音声送信部とを備え、前記映像音声処理
方法は、前記映像音声処理装置の動作モードが、前記音声出力部から前記音声が出力され
、かつ、前記音声送信部から前記音声信号が送信される第一モードである期間に、前記音
声出力部から出力される音声信号を遅延させる量である音声遅延量を特定する遅延情報の
入力を受け付ける受付ステップと、前記受付ステップにおいて受け付けられた前記遅延情
報によって特定される前記音声遅延量に応じて前記音声出力部から出力される音声信号を
遅延させる音声遅延ステップと、前記映像音声処理装置の動作モードが、前記映像出力部
から前記映像信号が出力され、かつ、前記音声送信部から前記音声信号が送信される第二
モードである期間に、前記映像出力部から出力される映像信号を前記音声遅延量に応じた
映像遅延量だけ遅延させる映像遅延ステップとを含む映像音声処理方法である。
【０１９１】
　以上、本発明の一態様に係る映像音声処理装置について、実施の形態に基づいて説明し
たが、本発明は、この実施の形態に限定されるものではない。本発明の趣旨を逸脱しない
限り、当業者が思いつく各種変形を本実施の形態に施したものや、異なる実施の形態にお
ける構成要素を組み合わせて構築される形態も、本発明の一態様の範囲内に含まれてもよ
い。
【産業上の利用可能性】
【０１９２】
　本発明は、放送波またはネットワーク経由で送信されるＡＶコンテンツを再生するテレ
ビ、および、Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（登録商標）等の光ディスク、フラッシュメモリ
等の半導体メモリ、またはハードディスク等の記録媒体に記憶されたＡＶコンテンツを再
生するレコーダまたはプレーヤ等のＡＶ機器が備える映像音声処理装置として有用である
。
【符号の説明】
【０１９３】
　　　１０　ＡＶシステム
　　１００　テレビ
　　１１０　映像音声処理装置
　　１１１　映像出力部
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　　１１２　音声出力部
　　１１３　音声送信部
　　１１４　制御部
　　１１５　受付部
　　１１６　音声遅延部
　　１１７　映像遅延部
　　１１８　映像信号処理部
　　１１９　音声信号処理部
　　１３０　記憶部
　　１３１　映像遅延情報
　　１５０　ディスプレイ
　　１５１　ユーザインターフェース画面
　　１５２　設定値表示フィールド
　　１６０、２２０　スピーカ
　　１７０　リモコン
　　２００、２０１、２０２　ヘッドホン
　　２１０　受信部

【図１】 【図２】
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